
















要約 川崎病に対する妥当なγ-グロブリンの投与量を予測するために,本研究を行った。

1987 年 2 月より,1988 年 3 月までの間.4 歳以下の川崎病の症例で,発症 7日以内に治療を

開始できる症例を対象とし,γ一グロブリン100mg/kg/日連日5日間投与と,400mg/kg/日連

日 5日間投与を行い,両群間の冠動脈障害発生頻度を検討した。両群ともにアスピリンの経

口投与を併用した。100mg群,125例,400 ㎎群 118 例の合計 247例が集積された。一部除外

され,100 ㎎群 125 例,400 ㎎群 117 例が解析対象となった。途中脱落があり,60 病日まで追

跡されたものは 100mg 群 121例,400 ㎎群 115 例である。入院時に冠動脈拡大を認めた例を

100㎎群で6例,400mg群で2例に認めた。冠動脈の拡大,瘤は100mg群で拡大16.6%,瘤6.6%,

計 23.0%,400mg 群で拡大 8.7%,瘤 1.7%計 10.4%に認めた。30 病日,60 病日においても,冠動

脈障害の残存は 400㎎群の方が少なかった。入院時に冠動脈が正常であったもののみに限

定すると,拡大・瘤を合わせて,100 ㎎群 19.7%,400mg 群 9.6%であった。 


